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1

介護職員の生産性向上に向けた理学療法士の働き方セミナー

～利用者のQOLを上げる施設全体のマネジメント～



これからの介護現場をめぐる課題

2
経済産業省における ロボット介護機器に関する取組について

http://www.techno-aids.or.jp/robot/file29/031shiryo.pdf

http://www.techno-aids.or.jp/robot/file29/031shiryo.pdf


介護サービスにおける生産性向上とは
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介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン 改訂版
：厚生労働省老健局
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000679165.pdf

○ 生産性：従業員および労働時間数あたりの付加価値額を、
設備投資や労働の効率化などによって向上させる

○ 介護サービスにおける生産性向上を「介護の価値を高め
ること」と定義

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000679165.pdf


協会の取り組み：腰痛予防普及事業

「2020 職場における腰痛予防宣言！」事業と位置づけ、会員が所属施設・事業所において腰痛予防の取組
を実施した場合、事業の参加施設として認定し、施設リスト公開等や参加賞付与を行う

③ 施設認定

理学療法士

（公社）日本理学療法士協会

① ミッションの実施
•腰痛予防対策講習会
•職場のリスクの見積もり（腰痛予防対策チェックリスト活
用）

所属施設の職員

2020職場における

腰痛予防宣言
参加施設

② 各ミッションを実施したら協会へ報告
（WEBフォーム申請）

全国約19,000の
医療・介護施設を対象
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今後の動向

52040年を展望した社会保障・働き方改革本部のとりまとめについて https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/000513520.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/000513520.pdf


生産性向上に向けたロボットの開発事例
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経済産業省における ロボット介護機器に関する取組について

http://www.techno-aids.or.jp/robot/file29/031shiryo.pdf

http://www.techno-aids.or.jp/robot/file29/031shiryo.pdf


目的とプログラム
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【目的】
医療・介護現場において、理学療法士がICT・ロボット等を用い、介

護職員の生産性向上や自立支援型介護の推進、腰痛予防対策等に取り組
む、新たな働き方の参考にできる情報となる

【プログラム】

プログラム ポイント 講師 時間配分

開会挨拶 開催趣旨説明
森本 榮 先生

所属：公益社団法人日本理学療法士協会
役職：副会長

10分

作業管理概論
人間工学の視点から労働環境を
整えるためにこれから理学療法
士に求められる意識を学ぶ

神代 雅晴 先生
（産業医科大学名誉教授）

所属：株式会社エルゴマ研究所
役職：代表取締役

60分

マネジメントを活かした
介護ロボット活用

マネジメントを活かした
介護職員の生産性向上に向けた
介護ロボットを活用する方法

樽本 洋平 先生
所属：公益財団法人北九州産業学術推進機構
ロボット技術センター国家戦略特区介護担当

主任

60分

組織マネジメント・ノーリフトケア
の導入による間接支援

組織マネジメント・ノーリフトケア
の導入による間接支援として
貢献する理学療法士の関わり

下元 佳子 先生
所属：一般社団法人ナチュラルハートフルケアネットワーク

役職：代表理事
60分

合計 190分
３時間１0分



ご視聴ありがとうございました
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